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「自分を守る」  

～もしもを考えて～ 

 

１．学年・組  １年西組 ３３名 

  

２．目指す子供の姿 

 

 

 

３．本時における「子供とつくる学び」  ４．「子供とつくる学び」を実現するための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んおへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導にあたって 

本時で「子供とつくる学び」を実

現するための手立ては、以下の通り

である。 

①資料をもとに子供が被害者となっ

た不審行為を確認し、「自分は、不審

者には会わない」「不審者に会っても

ついて行ったりしない。」と思ってい

る子供たちに揺さぶりをかけ、自分

たちの身近な問題、危険であること

を認識できるようにする。 

②見た目では不審者と判断しにくい

という気付きを大切にし、いくつか

の例示から不審者に出会わないよう

にするための行動を自分で選択して

いく。選択していく過程の中で、何

が危険なのか、どうして危険なのか、

どう行動すべきなのかを考えさせて

いく。 

これらの手立てによって、不審者

に関する危機感をもち、犯罪に巻き

込まれないための危険回避能力（思

考力、行動力）を高めることにつな

げていく。 

 

 

 

子供たちはこれまでの安全科の学習に意欲的に取

り組み、学習したことを日々の生活の中に活かしてい

る。 

本単元における「子供とつくる学び」の課題は、「自

分は不審者に出会わない。」「出会ってもついて行った

りしない。」と不審者に対する危機感がない子供たち

にどのようにして自分事として考えさせるかである。

資料をもとに低学年が下校時間帯に犯罪被害に巻き

込まれることが多いということを確認し、自分たちの

どのような行動が不審者に狙われやすいのか、また不

審者に出会わないための行動を考えていきたい。 

もう一つ課題として、子供たちの中にある今までに

教えてもらった約束事・ルールが知識としてのものだ

けになっていることである。たとえば、防犯標語「い

かのおすし」は子供たちと一緒に安全について考える

ためのよいきっかけとなっているものの、いざという

場面で子供たちが頭で理解しているこのことを行動

に置き換えることができるかというと非常に難しい

ことである。「自分は不審者に出会わない。」という今

までの考えを見直し、友達と共に「不審者に出会うか

もしれない。だったらどうしたらいいのか。」「不審者

に出会わないために自分たちができる行動はなに

か。」を考え、子供たちがこれまでに教えてきてもら

った知識と本時の学習をより結び付け、防犯への意

識、いざという時の危険回避能力（思考力、行動力）

を高めていきたい。 

 

 

 

子供自身が学ぶこと 

子供自らが危険を回避 

課題に対して自分の考えを持ち、友達と関わり合う活動を通して、自分の考えをより広げ深

め、友達にわかりやすく伝えることができる子供 

 

 



  

５．教材について 

本単元では、子供たちが不審者によって危険な目に合わないようにするために、防犯の一つと

して学習を行う。本学級の児童の多くは、入学時より家庭で「知らない人にはついていかない。」

というような話や約束をしっかり交わしており、「自分は不審者には会わない。」「たとえ不審者に

会ってもついていかないから大丈夫。」と思っており、不審者に関する危機感はほとんど持ってい

ない。しかし、近年不審者の子供への声掛けや手口は年々巧妙で、特に低学年で被害に遭う場所

で最も多いのが路上であり、狙われる曜日は月曜日から金曜日の平日であり、下校時間帯である

14 時から 17 時に狙われることが多いことがわかっている。そこで不審者に狙われやすいこの時

期の児童に不審者によって危険な目にあわないようにするためにどういう行動が必要かを考える

機会を設定した。 

本時では、不審者に出会ってしまうかもしれないという自分事として考え、不審者に出会わな

いためにはどういう行動が必要かを考えさせ防犯への意識を高めていく。また、不審者に出会っ

てしまったときの危険回避方法も自分のこれまでの知識と結び付けながら考えさせ、いざという

時の危険回避能力（思考力、行動力）を高めていくことができるようにしていきたい。 

 

 

６．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

資料をもとに子供が被害者と

なった不審行為を知り、自分

たちの身近な問題、危険であ

ることを理解している。 

不審者に出会わないために

自分たちができること、また

出会ってしまった時の危険

回避方法を考える。 

これまでの防犯の知識と結び

付けながら、自らが危険を回

避するための課題解決に取り

組もうとしている。 

 

７．単元計画 

次 時 内 容 

１ 

１ 不審者に狙われないための対策を考える。★本時 

２ 不審者からの逃げ方について考える。 

 

 

 

 

 

 

 



８．本時の目標  

誰もが不審者に出会う可能性があることを知り、不審者に出会う可能性を低くするために自

分ができる行動を考えることができる。              【思考・判断・表現】 

 

９．本時の展開 

           児童の学習活動 

                                       

１．子供に対する声かけ、付きまとい等の資料を見て、

子供が巻き込まれる事件が多発していることを知

る。 

 ・小学生が一番声をかけられるんだな。 

 ・もしかしたら自分も声をかけられるかもしれない。 

 

２．不審者はどんな人なのか考える。 

・今までマスクや帽子をしている人だと思っていた。 

・見た目で不審者とはわからない。 

   

３．不審者に出会う可能性が高い状況を考える。 

 ・ひとりは危ないな。 

 ・下向いて歩いていたら声をかけられてしまいそう。 

 ・防犯グッズを持っていないのは危険だな。 

 

４．不審者に出会わないために自分たちができる行動を

考える。 

 ・暗い道は避ける。 

 ・なるべくひとりで出歩かない。 

 ・防犯ブザーやホイッスルを持ち歩く。 

 ・狭い道よりも人が多くいる大通りを選ぶ。 

 ・路上駐車している車には近づかない。 

 

  ５．本時の学習を振り返る。 

   ・下校時は友達と帰るようにしよう。 

   ・防犯ブザーを持ち歩くようにしよう。 

   ・もし不審者に出会ってしまったときのことを考えた

い。 

   

   

 

指導上の留意点 

４枚の人の絵を見せ、不審者は

誰なのかを話し合うことで、性

別、年齢、格好だけでは判断でき

ないことに気づかせる。 

 

評価：不審者に出会わないために自分ができる行動を考えている。【思考・判断・表現】 

学習活動３で考えたことと今ま

での知識（いかのおすし）をもと

にすることで、危険回避のため

にはどのような行動が大切かを

確認できるようにする。 

 

いくつかの子供の様子の例を取

り上げることで、不審者に狙わ

れやすい子供の特徴にも気づけ

るようにする。 

 

資料を提示することで、自分た

ちの年齢が一番危険だというこ

と、下校の時間帯に不審者に出

会う可能性が高いことなどに気

づかせ、自分事として考えるこ

とができるようにする。 

様々な状況の道の写真を提示

し、自分たちならどの道を選ぶ

かを問うことで、子供たちが安

全な道はどんな道なのか、不審

者に狙われやすい場所はどんな

場所なのかを確認できるように

する。 


